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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

平成25年度第１四半期
連結累計期間

平成26年度第１四半期
連結累計期間

平成25年度

（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

経常収益 百万円 49,223 38,698 228,533

経常利益 百万円 14,889 8,118 98,178

四半期純利益 百万円 13,705 7,109 ――

当期純利益 百万円 ―― ―― 86,967

四半期包括利益 百万円 11,798 9,392 ――

包括利益 百万円 ―― ―― 44,484

純資産額 百万円 411,607 335,989 326,548

総資産額 百万円 7,803,990 7,910,726 7,887,568

１株当たり四半期純利益
金額

円 34.35 17.82 ――

１株当たり当期純利益金額 円 ―― ―― 193.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 19.26 ― ――

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額

円 ―― ―― 139.63

自己資本比率 ％ 5.2 4.1 4.0
 

(注) １．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４ 経理の状況」中、「１ 四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、平成26年度第１四半期連結累計期間は潜在株式が

ないので記載しておりません。

４．自己資本比率は、((四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末少数株主持分)を(四半期)期末資産の部の合

計で除して算出しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当行及び当行の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクの発生や前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約の締結等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ(当行及び連結子

会社)が判断したものであります。

 

・業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱い動きがみられたものの、基調としては緩やかな回

復を続けました。すなわち、個人消費や鉱工業生産などでみられた消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動減が

徐々に和らいだほか、公共投資や設備投資が前年を上回って推移しました。

この間、金融面では、無担保コールレートが概ね0.06％台、10年国債新発債利回りが0.6％程度で、それぞれ安定

的に推移しました。対ドル円相場は、100円～103円台の範囲で推移しました。

次に北海道経済をみますと、前年からの持直しの動きに一服感がみられました。個人消費は、全国と同様、期初

に反動減が見られましたが、雇用環境の改善や賃金の上昇を背景に、次第に持直しました。住宅投資は、持家を中

心に前年を下回りました。公共投資は、前年に引続き高水準で推移しました。好調が続く観光関連は、来道者数が

概ね前年並みを確保しました。

このような経済環境のもと、当第１四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなりました。

　

①  経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、経常収益は、有価証券利息配当金等の減少による資金運

用収益の減少及び国債等債券売却益等の減少によるその他業務収益の減少を主因に前第１四半期連結累計期間比105

億円減少し、386億円となりました。一方、経常費用は、国債等債券売却損等の減少によるその他業務費用の減少及

び貸倒引当金が戻入となったことによるその他経常費用の減少を主因に前第１四半期連結累計期間比37億円減少

し、305億円となりました。

これらの結果、経常利益は前第１四半期連結累計期間比67億円減少し、81億円となりました。四半期純利益は前

第１四半期連結累計期間比65億円減少し、71億円となりました。

なお、セグメントの業績につきましては、銀行業の経常収益は前第１四半期連結累計期間比99億円減少し316億

円、経常利益は同69億円減少し76億円となりました。また、リース業の経常収益は前第１四半期連結累計期間比２

億円減少し67億円、経常利益は２億円となりました。

　

②  財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、貸出金は５兆3,649億円と前連結会計年度比2,070億円

減少いたしました。預金及び譲渡性預金は７兆3,694億円と前連結会計年度比396億円増加いたしました。有価証券

は１兆6,258億円と前連結会計年度比639億円増加いたしました。

これらの結果、総資産は７兆9,107億円と前連結会計年度比231億円増加し、負債は７兆5,747億円と同137億円増

加、純資産は3,359億円と同94億円増加いたしました。
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国内・海外別収支

国内業務部門では、資金運用収支が有価証券利息配当金の減少等を主因として前第１四半期連結累計期間比57

億円減少の188億円、役務取引等収支が同３億円減少の46億円、その他業務収支が国債等債券売却益の減少等を主

因として同41億円減少の４億円となりました。

国際業務部門では、資金運用収支が前第１四半期連結累計期間比９億円増加の４億円、その他業務収支が同14

億円減少の20億円となりました。

この結果、合計では、資金運用収支が前第１四半期連結累計期間比48億円減少の192億円、役務取引等収支が同

３億円減少の46億円、その他業務収支が同55億円減少の24億円となり、収支合算では同107億円減少の264億円と

なりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 24,654 △518 ― 24,135

当第１四半期連結累計期間 18,876 423 ― 19,299

 うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 25,994 △492 18 25,484

当第１四半期連結累計期間 19,942 445 14 20,374

 うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 1,340 26 18 1,348

当第１四半期連結累計期間 1,066 22 14 1,074

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 5,011 29 ― 5,041

当第１四半期連結累計期間 4,649 31 ― 4,681

 うち役務取引等
 収益

前第１四半期連結累計期間 7,450 48 ― 7,499

当第１四半期連結累計期間 7,334 49 ― 7,384

 うち役務取引等
 費用

前第１四半期連結累計期間 2,438 19 ― 2,458

当第１四半期連結累計期間 2,685 18 ― 2,703

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 4,654 3,417 ― 8,072

当第１四半期連結累計期間 484 2,014 ― 2,499

 うちその他業務
 収益

前第１四半期連結累計期間 11,439 4,181 ― 15,620

当第１四半期連結累計期間 6,750 2,014 ― 8,765

 うちその他業務
 費用

前第１四半期連結累計期間 6,784 763 ― 7,548

当第１四半期連結累計期間 6,265 ― ― 6,265
 

(注) １．当行及び連結子会社は海外拠点を有していないので、「国内・海外別貸出金残高の状況」を除き、以下の各

表とも「国内業務部門」「国際業務部門」に区分して記載しております。なお、「国内業務部門」とは当行及

び連結子会社の円建取引であり、「国際業務部門」とは当行及び連結子会社の外貨建取引であります。ただ

し、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。

２．「資金調達費用」は、金銭の信託運用見合費用を控除して表示しております。

３．相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。
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国内・海外別役務取引の状況

国内業務部門の役務取引等収益は73億円、役務取引等費用は26億円となりました。

合計の役務取引等収益は前第１四半期連結累計期間比１億円減少の73億円、役務取引等費用は同２億円増加の

27億円となり、役務取引等収支は同３億円減少の46億円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 7,450 48 7,499

当第１四半期連結累計期間 7,334 49 7,384

 うち預金・貸出
 業務

前第１四半期連結累計期間 2,046 1 2,047

当第１四半期連結累計期間 2,045 1 2,046

 うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 2,024 43 2,067

当第１四半期連結累計期間 1,993 44 2,037

 うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 145 ― 145

当第１四半期連結累計期間 175 ― 175

 うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 1,834 ― 1,834

当第１四半期連結累計期間 1,883 ― 1,883

 うち保護預り・
 貸金庫業務

前第１四半期連結累計期間 305 ― 305

当第１四半期連結累計期間 290 ― 290

 うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 475 4 479

当第１四半期連結累計期間 474 4 479

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 2,438 19 2,458

当第１四半期連結累計期間 2,685 18 2,703

 うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 305 14 320

当第１四半期連結累計期間 301 14 316
 

 

国内・海外別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 6,848,763 14,039 6,862,802

当第１四半期連結会計期間 7,098,782 13,196 7,111,978

 うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 4,484,021 ― 4,484,021

当第１四半期連結会計期間 4,740,874 ― 4,740,874

 うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 2,304,934 ― 2,304,934

当第１四半期連結会計期間 2,253,171 ― 2,253,171

 うちその他
前第１四半期連結会計期間 59,807 14,039 73,846

当第１四半期連結会計期間 104,737 13,196 117,933

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 284,205 ― 284,205

当第１四半期連結会計期間 257,494 ― 257,494

総合計
前第１四半期連結会計期間 7,132,968 14,039 7,147,008

当第１四半期連結会計期間 7,356,277 13,196 7,369,473
 

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金
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国内・海外別貸出金残高の状況

○ 業種別貸出状況(末残・構成比)

業種別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

5,358,310 100.00 5,364,951 100.00

 製造業 377,573 7.05 371,752 6.93

 農業，林業 20,880 0.39 20,301 0.38

 漁業 2,184 0.04 1,584 0.03

 鉱業，採石業，砂利採取業 6,532 0.12 4,077 0.08

 建設業 212,754 3.97 205,330 3.83

 電気・ガス・熱供給・水道業 77,446 1.44 75,235 1.40

 情報通信業 40,807 0.76 41,543 0.77

 運輸業，郵便業 131,219 2.45 122,367 2.28

 卸売業，小売業 546,346 10.20 564,372 10.52

 金融業，保険業 206,339 3.85 168,727 3.15

 不動産業，物品賃貸業 491,803 9.18 504,343 9.40

 各種サービス業 471,554 8.80 460,369 8.58

 地方公共団体 1,288,996 24.06 1,316,662 24.54

 その他 1,483,871 27.69 1,508,281 28.11

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ― ― ―

 政府等 ― ― ― ―

 金融機関 ― ― ― ―

 その他 ― ― ― ―

合計 5,358,310 ―― 5,364,951 ――
 

 (注) 「国内」とは、当行及び連結子会社であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,450,000,000

第１種優先株式 1,450,000,000

計 1,450,000,000
 

(注) 当行の発行可能株式総数は、1,450,000,000株であり、普通株式及び第１種優先株式の発行可能種類株式総数

は、それぞれ1,450,000,000株とする旨定款に規定しております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 399,060,179 399,060,179
東京証券取引所
市場第一部
札幌証券取引所

単元株式数は100株
であります。

計 399,060,179 399,060,179 ―― ――
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年６月30日 ― 399,060,179 ― 121,101 ― 50,001
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容を確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成26年３月31日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 181,200
 

―― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 398,727,800
 

3,987,278 ―

単元未満株式 普通株式 151,179
 

―― ―

発行済株式総数 399,060,179 ―― ――

総株主の議決権 ―― 3,987,278 ――
 

(注) 上記の「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,500株含まれており

ます。

また、「議決権の数」欄に同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が25個含まれております。

 

②  【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社北洋銀行

札幌市中央区大通西３丁目
７番地

181,200 ― 181,200 0.04

計 ―― 181,200 ― 181,200 0.04
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭

和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

 

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(自 平成26年４月１日 至 

平成26年６月30日)及び第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任あずさ監査法人の四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 現金預け金 486,243 672,536

 コールローン及び買入手形 22,658 1,757

 買入金銭債権 12,060 10,827

 商品有価証券 5,955 5,618

 有価証券 ※2  1,561,854 ※2  1,625,833

 貸出金 ※1  5,572,012 ※1  5,364,951

 外国為替 2,202 3,860

 リース債権及びリース投資資産 46,178 44,925

 その他資産 83,064 82,989

 有形固定資産 92,460 92,435

 無形固定資産 14,157 13,609

 繰延税金資産 11,952 8,880

 支払承諾見返 53,170 56,787

 貸倒引当金 △76,401 △74,287

 資産の部合計 7,887,568 7,910,726

負債の部   

 預金 7,233,033 7,111,978

 譲渡性預金 96,787 257,494

 借用金 107,803 85,387

 外国為替 16 13

 その他負債 59,125 55,591

 賞与引当金 1,635 457

 退職給付に係る負債 3,896 1,601

 睡眠預金払戻損失引当金 1,652 1,448

 ポイント引当金 297 390

 繰延税金負債 88 83

 再評価に係る繰延税金負債 3,512 3,501

 支払承諾 53,170 56,787

 負債の部合計 7,561,020 7,574,737

純資産の部   

 資本金 121,101 121,101

 資本剰余金 72,328 72,328

 利益剰余金 82,834 90,011

 自己株式 △0 △0

 株主資本合計 276,263 283,440

 その他有価証券評価差額金 40,883 43,037

 繰延ヘッジ損益 △95 △59

 土地再評価差額金 5,752 5,733

 退職給付に係る調整累計額 138 96

 その他の包括利益累計額合計 46,677 48,807

 少数株主持分 3,607 3,741

 純資産の部合計 326,548 335,989

負債及び純資産の部合計 7,887,568 7,910,726
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

経常収益 49,223 38,698

 資金運用収益 25,484 20,374

  （うち貸出金利息） 18,760 17,546

  （うち有価証券利息配当金） 6,548 2,652

 役務取引等収益 7,499 7,384

 その他業務収益 15,620 8,765

 その他経常収益 ※1  619 ※1  2,173

経常費用 34,333 30,579

 資金調達費用 1,348 1,074

  （うち預金利息） 484 440

 役務取引等費用 2,458 2,703

 その他業務費用 7,548 6,265

 営業経費 20,360 20,125

 その他経常費用 ※2  2,617 ※2  409

経常利益 14,889 8,118

特別利益 20 12

 固定資産処分益 20 12

特別損失 205 268

 固定資産処分損 84 32

 減損損失 120 236

税金等調整前四半期純利益 14,705 7,862

法人税、住民税及び事業税 326 268

法人税等調整額 662 344

法人税等合計 989 612

少数株主損益調整前四半期純利益 13,716 7,250

少数株主利益 10 141

四半期純利益 13,705 7,109
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 13,716 7,250

その他の包括利益 △1,918 2,141

 その他有価証券評価差額金 △1,962 2,146

 繰延ヘッジ損益 44 36

 退職給付に係る調整額 ― △41

四半期包括利益 11,798 9,392

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 11,619 9,258

 少数株主に係る四半期包括利益 178 133
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」という。)

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下、「退職給

付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤

務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が2,234百万円減少し、利益剰余金が1,445百万

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ38百万

円減少しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

破綻先債権額 22,689百万円 24,016百万円

延滞債権額 104,695百万円 99,887百万円

３ヵ月以上延滞債権額 557百万円 819百万円

貸出条件緩和債権額 26,274百万円 25,290百万円

合計額 154,217百万円 150,013百万円
 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

　

※２．有価証券中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

76,757百万円 77,910百万円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

貸倒引当金戻入益 ―百万円 1,432百万円
 

　

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

貸倒引当金繰入額 1,825百万円 ―百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 2,225百万円 2,138百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）
　
１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 598 1.50 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

第１種
優先株式

730 3.65 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,396 3.50 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益        

外部顧客に対する経常収益 41,363 7,001 48,365 858 49,223 ― 49,223

セグメント間の内部経常収益 278 44 322 954 1,277 △1,277 ―

計 41,642 7,045 48,687 1,812 50,500 △1,277 49,223

セグメント利益 14,648 166 14,814 141 14,956 △66 14,889
 

(注) １．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業を含んで

おります。

３．セグメント利益の調整額△66百万円には、セグメント間取引消去等が含まれております。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、稼働資産（土地、建物等）及び遊休資産（土地、建物等）について減損損失を

計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、120百万円であります。
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当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益        

外部顧客に対する経常収益 31,333 6,716 38,049 791 38,840 △142 38,698

セグメント間の内部経常収益 330 47 378 1,010 1,388 △1,388 ―

計 31,664 6,763 38,428 1,801 40,229 △1,530 38,698

セグメント利益 7,652 209 7,862 421 8,284 △165 8,118
 

(注) １．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業を含んで

おります。

３．外部顧客に対する経常収益の調整額△142百万円は、貸倒引当金戻入益の調整であります。

４．セグメント利益の調整額△165百万円には、セグメント間取引消去等が含まれております。

５．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「銀行業」のセグメント利益が38百万円減

少しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、稼働資産（土地、建物等）及び遊休資産（土地、建物等）について減損損失を

計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、236百万円であります。
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(有価証券関係)

※１．企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

※２．四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「現金預け金」中の譲渡性預け金を含めて記載しております。

 
その他有価証券

前連結会計年度（平成26年３月31日）

 取得原価(百万円)
連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 34,439 75,261 40,821

債券 1,289,310 1,308,227 18,917

 国債 670,726 682,911 12,184

 地方債 286,310 289,333 3,022

 短期社債 ― ― ―

 社債 332,273 335,982 3,709

その他 180,797 182,085 1,287

 外国債券 121,107 125,390 4,282

 その他 59,690 56,694 △2,995

合計 1,504,547 1,565,574 61,026
 

 

当第１四半期連結会計期間（平成26年６月30日）

 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 34,667 79,070 44,402

債券 1,338,359 1,358,852 20,493

 国債 702,497 715,118 12,621

 地方債 299,059 302,624 3,564

 短期社債 1,999 1,999 △0

 社債 334,802 339,109 4,307

その他 190,785 190,988 203

 外国債券 121,215 124,177 2,961

 その他 69,569 66,811 △2,758

合計 1,563,812 1,628,911 65,099
 

(注) その他有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復

する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表計上額（連結貸借対照

表計上額）とするとともに、評価差額を当第１四半期連結累計期間（連結会計年度）の損失として処理（以下、

「減損処理」という。）しております。

前連結会計年度における減損処理額は、144百万円（うち、社債144百万円）であります。

当第１四半期連結累計期間における減損処理額は、40百万円（うち、社債40百万円）であります。

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得原価より30％以上下落した場合としてお

り、その銘柄すべてについて減損処理の対象としております。
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(デリバティブ取引関係)

企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるものは、

次のとおりであります。

 
通貨関連取引

前連結会計年度（平成26年３月31日）

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

通貨先物 ― ― ―

通貨オプション ― ― ―

店頭

通貨スワップ ― ― ―

為替予約 195,396 △298 △298

通貨オプション 66,347 △7 967

その他 ― ― ―

合計 ―― △305 669
 

(注) 上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業

種別監査委員会報告第25号）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務等

に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨建金銭債

権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。

 

当第１四半期連結会計期間（平成26年６月30日）

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

通貨先物 ― ― ―

通貨オプション ― ― ―

店頭

通貨スワップ ― ― ―

為替予約 199,746 1,090 1,090

通貨オプション 59,947 △4 882

その他 ― ― ―

合計 ―― 1,086 1,972
 

(注) 上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業

種別監査委員会報告第25号）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務等

に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の四半期連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨建

金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 円 34.35 17.82

（算定上の基礎）    

 四半期純利益 百万円 13,705 7,109

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 13,705 7,109

 普通株式の期中平均株式数 株 398,879,683 398,878,880

(2) 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 19.26 ―

（算定上の基礎）    

 四半期純利益調整額 百万円 ― ―

  普通株式増加数 株 312,500,000 ―

うち優先株式 株 312,500,000 ―

希薄化効果を有しないため、潜在
株式調整後１株当たり四半期純利
益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重
要な変動があったものの概要

 ―― ――

 

(注) 当第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないの

で記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社北洋銀行(E03632)

四半期報告書

20/21



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

 
株式会社北洋銀行

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 山 下 和 俊 ㊞

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 小 林  英 之  ㊞

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社北洋銀

行の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社北洋銀行及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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